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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第58期

第３四半期連結
累計期間

第59期
第３四半期連結

累計期間
第58期

会計期間

自2021年
　４月１日
至2021年
　12月31日

自2022年
　４月１日
至2022年
　12月31日

自2021年
　４月１日
至2022年
　３月31日

売上高 （千円） 14,285,788 15,250,105 19,109,595

経常利益 （千円） 1,139,476 971,637 1,605,618

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 661,798 493,187 1,042,882

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 635,876 583,358 1,019,339

純資産額 （千円） 10,023,609 10,814,977 10,337,959

総資産額 （千円） 15,510,626 16,893,292 16,149,449

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 193.96 147.85 306.16

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 63.2 62.2 62.6

 

回次
第58期

第３四半期連結
会計期間

第59期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自2021年
　10月１日
至2021年
　12月31日

自2022年
　10月１日
至2022年
　12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 59.83 70.53

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化しております

が、行動制限の解除以降、ウィズコロナの下で、徐々に経済活動が正常化に向かい、緩やかに持ち直しの動きがみ

られました。

一方で、長期化するロシアのウクライナ侵攻に起因する世界的な原油・原材料価格の上昇や、円安の進行等によ

り個人消費が冷え込むなど、景気の先行きは不透明な状況が続いております。

医療業界におきましては、医療費抑制政策等の社会的要請を背景に、引き続き後発医薬品の使用拡大及びセルフ

メディケーションに対する取り組み強化等の対応が求められるとともに、継続的な薬価改定の影響に加え、新型コ

ロナウイルス感染症の影響もあり、更なる経営努力が求められる厳しい事業環境となっております。

このような状況から、当社グループは、感染症の影響を踏まえた計画のもと、医療機関の多様化するニーズに応

えた営業活動を展開し、継続的な企業価値の向上を実現すべく、各事業において新規顧客の獲得等による営業基盤

の拡大と継続的な経費効率を重視した収益基盤の強化に努めてまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高15,250百万円（前年同期比6.8％増）、営業利益816百万

円（同24.8％減）、経常利益971百万円（同14.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益493百万円（同25.5％

減）と増収減益になりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

臨床検査事業

臨床検査事業におきましては、診療報酬の改定に加え、新型コロナウイルス感染症の影響を受ける状況下にお

いて、ＰＣＲ検査の診療報酬の引下げがありましたが、ＰＣＲ検査の受託が増加したことに加え、前期に稼働し

た子会社２社の業績が順調に推移したことから、売上高6,411百万円（同15.8％増）と前年同期を上回りまし

た。

利益面につきましては、前述のＰＣＲ検査の診療報酬の引下げに加え、ＰＣＲ検査受託増による経費の増加及

び人件費が増加したことから、セグメント利益532百万円（同28.2％減）と前年同期を下回りました。

調剤薬局事業

調剤薬局事業におきましては、診療報酬の改定と薬価改定による薬価の引下げに加え、新型コロナウイルス感

染症の影響を受ける状況下において、薬局を１店舗閉鎖しましたが、前連結会計年度に開局した２店舗、当期開

局した１店舗及びＯＴＣの売上増により、売上高8,039百万円（同1.2％増）と前年同期を上回りました。

利益面につきましては、前述した前期開局した２店舗、当期開局した１店舗、並びに既存店舗の設備投資等に

より経費が増加したことから、セグメント利益600百万円（同6.5％減）と前年同期を下回りました。

医療機器販売・保守事業

医療機器販売・保守事業におきましては、福祉用具の貸与等が前年同期を上回ったことから、売上高726百万

円（同0.3％増）となりましたが、利益は、セグメント損失７百万円（前年同期はセグメント利益11百万円）と

前年同期を下回りました。

その他の事業

臨床検査システムのソフトウェア販売及び保守におきましては、売上高72百万円（前年同期比8.1％減）、セ

グメント利益49百万円（同9.9％減）になりました。
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②財政状態

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は8,113百万円となり、前連結会計年度末に比べ884百万円増加

（前連結会計年度末比12.2％増）いたしました。これは主にその他が564百万円減少しましたが、現金及び預金が

1,061百万円、商品が195百万円、受取手形、売掛金及び契約資産が187百万円それぞれ増加したことによるもので

あります。

固定資産は8,779百万円となり、前連結会計年度末に比べ140百万円減少（同1.6％減）いたしました。これは主

に工具、器具及び備品（純額）が94百万円増加しましたが、建物及び構築物（純額）が142百万円、リース資産が

62百万円、差入保証金が11百万円、投資その他の資産のその他が11百万円それぞれ減少したことによるものであり

ます。

この結果、総資産は16,893百万円となり、前連結会計年度末に比べ743百万円増加（同4.6％増）いたしました。

（負債)

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は3,709百万円となり、前連結会計年度末に比べ427百万円増加

（同13.0％増）いたしました。これは主に未払法人税等が184百万円、賞与引当金が89百万円それぞれ減少しまし

たが、支払手形及び買掛金が401百万円、未払金が98百万円、その他が217百万円それぞれ増加したことによるもの

であります。

固定負債は2,369百万円となり、前連結会計年度末に比べ160百万円減少（同6.3％減）いたしました。これは主

に長期借入金が100百万円、リース債務が70百万円それぞれ減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は6,078百万円となり、前連結会計年度末に比べ266百万円増加（同4.6％増）いたしまし

た。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は10,814百万円となり、前連結会計年度末に比べ477百万円増加

（同4.6％増）いたしました。これは、剰余金の配当77百万円、自己株式の取得が29百万円それぞれ減少しました

が、親会社株主に帰属する四半期純利益493百万円、非支配株主に帰属する四半期純利益が85百万円によりそれぞ

れ増加したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は62.2％となり、前連結会計年度末比0.4ポイント下回りました。

また、１株当たり純資産は3,154円43銭となり、前連結会計年度末比138円19銭増加いたしました。

(2）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

(3）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

(5）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、６百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2022年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2023年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,216,000 4,216,000

東京証券取引所

スタンダード市場

札幌証券取引所

単元株式数

100株

計 4,216,000 4,216,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備
金増減額
（千円）

資本準備
金残高
（千円）

2022年10月１日～

2022年12月31日
－ 4,216,000 － 983,350 － 1,015,270

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2022年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 885,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,329,900 33,299 －

単元未満株式 普通株式 700 － －

発行済株式総数  4,216,000 － －

総株主の議決権  － 33,299 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式22株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2022年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計　（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

札幌臨床検査センター株

式会社

札幌市中央区北３条

西18丁目２番地２
885,400 － 885,400 21.00

計 － 885,400 － 885,400 21.00

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2022年10月１日から2022

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、清明監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,990,653 4,051,755

受取手形、売掛金及び契約資産 3,023,730 3,211,051

商品及び製品 409,540 605,209

仕掛品 26,799 11,447

原材料及び貯蔵品 54,352 70,371

その他 753,319 188,684

貸倒引当金 △28,751 △24,642

流動資産合計 7,229,644 8,113,879

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 4,960,833 4,470,636

減価償却累計額 △1,297,726 △949,712

建物及び構築物（純額） 3,663,106 3,520,924

機械装置及び運搬具 27,089 24,659

減価償却累計額 △22,030 △21,240

機械装置及び運搬具（純額） 5,059 3,419

工具、器具及び備品 2,148,429 2,300,179

減価償却累計額 △1,766,731 △1,824,104

工具、器具及び備品（純額） 381,697 476,074

土地 3,429,506 3,429,506

リース資産 715,290 718,163

減価償却累計額 △66,959 △132,752

リース資産（純額） 648,331 585,411

建設仮勘定 － 1,048

有形固定資産合計 8,127,702 8,016,386

無形固定資産   

その他 60,128 56,070

無形固定資産合計 60,128 56,070

投資その他の資産   

投資有価証券 142,407 144,295

長期貸付金 7 －

長期前払費用 29,916 24,195

差入保証金 179,172 167,595

繰延税金資産 162,164 163,973

その他 235,146 223,738

貸倒引当金 △16,841 △16,841

投資その他の資産合計 731,974 706,956

固定資産合計 8,919,805 8,779,413

資産合計 16,149,449 16,893,292
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,258,565 ※ 2,660,258

１年内返済予定の長期借入金 133,692 135,367

リース債務 106,041 115,230

未払法人税等 294,056 109,389

賞与引当金 120,975 31,959

未払金 125,075 223,679

資産除去債務 28,000 －

その他 215,389 433,193

流動負債合計 3,281,795 3,709,078

固定負債   

長期借入金 1,732,321 1,632,052

リース債務 610,978 540,050

役員退職慰労引当金 66,870 67,104

退職給付に係る負債 16,107 17,654

長期未払金 97,363 91,890

その他 6,053 20,483

固定負債合計 2,529,694 2,369,236

負債合計 5,811,490 6,078,314

純資産の部   

株主資本   

資本金 983,350 983,350

資本剰余金 1,015,270 1,015,270

利益剰余金 8,812,690 9,228,753

自己株式 △728,236 △757,451

株主資本合計 10,083,073 10,469,921

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 31,227 36,164

その他の包括利益累計額合計 31,227 36,164

非支配株主持分 223,659 308,891

純資産合計 10,337,959 10,814,977

負債純資産合計 16,149,449 16,893,292
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

売上高 14,285,788 15,250,105

売上原価 9,558,379 10,426,960

売上総利益 4,727,408 4,823,144

販売費及び一般管理費 3,641,047 4,006,180

営業利益 1,086,360 816,964

営業外収益   

受取利息 179 132

受取配当金 5,482 5,082

受取賃貸料 33,592 30,659

助成金収入 50,435 146,072

その他 11,704 19,327

営業外収益合計 101,393 201,273

営業外費用   

支払利息 6,869 6,182

賃貸収入原価 37,107 33,385

その他 4,300 7,033

営業外費用合計 48,277 46,601

経常利益 1,139,476 971,637

特別利益   

固定資産売却益 133 18

特別利益合計 133 18

特別損失   

固定資産売却損 10,960 －

固定資産除却損 753 2,870

減損損失 28,552 78,137

本社移転費用 74,486 －

特別損失合計 114,753 81,007

税金等調整前四半期純利益 1,024,857 890,648

法人税等 364,707 312,227

四半期純利益 660,150 578,420

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△1,648 85,232

親会社株主に帰属する四半期純利益 661,798 493,187
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

四半期純利益 660,150 578,420

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △24,273 4,937

その他の包括利益合計 △24,273 4,937

四半期包括利益 635,876 583,358

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 637,525 498,125

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,648 85,232
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることといたしました。これによる影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

に記載した新型コロナウイルス感染症の収束時期等を含む仮定について重要な変更はありません。

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期

連結会計年度末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（2022年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2022年12月31日）

支払手形 －千円 28,036千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

減価償却費 388,739千円 382,825千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

　１．配当金支払額

 
（決議）

株式種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月25日

定時株主総会
普通株式 78,735 23 2021年３月31日 2021年６月28日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末後となるもの

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

　１．配当金支払額

 
（決議）

株式種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月29日

定時株主総会
普通株式 77,125 23  2022年３月31日 2022年６月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末後となるもの

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日 至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）

合計
 

臨床検査
事業

調剤薬局
事業

医療機器
販売・保
守事業

計

売上高       

顧客との契約から生じる収

益
5,537,336 7,944,685 724,378 14,206,399 79,388 14,285,788

外部顧客への売上高 5,537,336 7,944,685 724,378 14,206,399 79,388 14,285,788

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 994,096 994,096 723 994,819

計 5,537,336 7,944,685 1,718,474 15,200,496 80,111 15,280,607

セグメント利益 741,257 642,074 11,575 1,394,908 54,549 1,449,458

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、臨床検査システムのソフトウェ

ア販売及び保守による収入を含んでおります。

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 1,394,908  

「その他」の区分の利益 54,549  

セグメント間取引消去 △4,176  

全社費用（注） △358,920  

四半期連結損益計算書の営業利益 1,086,360  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務部門等管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日 至　2022年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）

合計
 

臨床検査
事業

調剤薬局
事業

医療機器
販売・保
守事業

計

売上高       

顧客との契約から生じる収

益
6,411,270 8,039,474 726,418 15,177,162 72,942 15,250,105

外部顧客への売上高 6,411,270 8,039,474 726,418 15,177,162 72,942 15,250,105

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 495,312 495,312 2,556 497,868

計 6,411,270 8,039,474 1,221,730 15,672,474 75,498 15,747,973

セグメント利益又は損失

（△）
532,200 600,512 △7,718 1,124,994 49,123 1,174,118

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、臨床検査システムのソフトウェ

ア販売及び保守による収入を含んでおります。

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 1,124,994  

「その他」の区分の利益 49,123  

セグメント間取引消去 7,149  

全社費用（注） △364,303  

四半期連結損益計算書の営業利益 816,964  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務部門等管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日）

１株当たり四半期純利益 193円96銭 147円85銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 661,798 493,187

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
661,798 493,187

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,411 3,335

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年２月13日

札幌臨床検査センター株式会社

取締役会　御中

 

清明監査法人

北海道札幌市

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 岩間　　昭

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 島貫　幸治

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている札幌臨床検査セ

ンター株式会社の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2022年10月１日か

ら2022年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、札幌臨床検査センター株式会社及び連結子会社の2022年12月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全

ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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